
2023年6月発行

https://www.meigin.com/
最新の商品情報、キャンペーン情報を
はじめ、ニュースリリースや財務データ、
IR情報などを掲載しております。

ホームページのご案内

株式についてのご案内

事 業 年 度 毎年4月1日〜翌年3月31日

剰余金の配当基準日 3月31日（中間配当を行う場合は9月30日）

定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

公 告 方 法 電子公告（https://www.meigin.com/）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告
をすることができない場合には、日本経済新聞及び 
名古屋市において発行する中日新聞に掲載して行います。

対象となる株主さま 優待内容

毎年3月31日現在の
当行株主名簿に記載
さ れ た100株 以 上
500株 未 満 保 有 の
株主さま

地元特産品を掲載したギフトカタログより
3,000円相当の商品を選択
※写真は一例です

毎年3月31日現在の
当行株主名簿に記載
さ れ た500株 以 上
保有の株主さま

地元特産品を掲載したギフトカタログより
5,000円相当の商品を選択
※写真は一例です

株主優待制度 当行は、株主の皆さまのご愛顧に感謝し、株主優待制度
を下記のとおりお取り扱いしております。

財務ハイライト
損益の状況＜単体＞

預金（譲渡性預金含む）・貸出金の状況＜単体＞
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2021年3月期 2022年3月期
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2023年3月期

コア業務純益 （単位：億円）

40,098

2021年3月期 2022年3月期

40,980

2023年3月期

43,621

預金（譲渡性預金含む）（単位：億円）

当期純利益経常利益
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2021年3月期 2022年3月期

107
82

2023年3月期

経常利益・当期純利益 （単位：億円）

31,706

2021年3月期 2022年3月期

33,421

2023年3月期

36,324

貸出金 （単位：億円）

総自己資本比率の状況

13.57 13.73 12.85 13.03

2021年3月期 2022年3月期

11.70 11.91

2023年3月期

連結単体
（単位：％） 格付

株式会社日本格付研究所（JCR）
長期発行体格付

A 債務履行の
確実性は高い。

静岡・名古屋アライアンス

●  提携のイメージ

●  収益効果の見込み

契約締結日　2022年4月27日

地域やお客さまの
課題解決を通じて
地域経済の

持続的な成長に貢献

◆自動車産業支援に対する
　知見、ノウハウ提供
◆自動車サプライチェーン
　のネットワーク活用

◆グループ会社機能提供
（証券、M&A、事業承継等）
◆事業再生・転廃業やベン
　チャー・イノベーション
　関連のノウハウ提供

2022年度
年間実績
11.3億円
5年換算（ 34億円 ）0
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（単位：億円）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

市場金融

その他
法人分野

両行合計で100億円以上（5年間累計）の収益効果を目指す。 商 号 株式会社名古屋銀行
設 立 1949年2月24日
資 本 金 250億円
本店所在地 名古屋市中区錦三丁目19番17号
店 舗 数 114店舗（うち出張所1）
従 業 員 数 1,850名 （2023年3月31日現在）

2022年4月1日～2023年3月31日

第105期  営業のご報告

＜ミニディスクロージャー誌＞



取締役頭取

TOP MESSAGE
トップメッセージ

実績

154名

58,018件

12,709件

未実装

19,874件

2023年
3月末現在

83億円

3.3％

70.4％

7.9兆円

　日頃より、名古屋銀行をお引き立ていただきまして、
誠にありがとうございます。
　さて、皆さまに当行の活動内容に対するご理解を一層
深めていただくため、「Information Letter」（2022年
4月1日〜2023年3月31日）を作成いたしました。
　当行は、2023年4月より第22次経営計画「未来創造
業の真価の発揮」をスタートさせました。未来創造業を
パーパスと位置付け、地域の皆さまに新たな価値を提供
してまいります。当経営計画では、「サステナビリティ」、

「人的資本戦略」、「DX戦略」を3つの重点項目とし、
2030年ビジョン「お客さまとともに成長する地域No.1
金融グループ」の達成を目指します。
　これからも当行の創業以来不変である社是「地域社会
の繁栄に奉仕する」を大切にし、役職員全員が気持ちを
一つにして行動してまいります。
　今後とも、一層のご支援とご愛顧を賜りますようお願
い申し上げます。

2023年6月


